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 日高信用金庫半期ディスクロージャー誌
                           【平成22年4月1日～平成22年9月30日】



日高信用金庫とお客さまとのつながり   
 
 当金庫は、平成 19年度から地域密着型金融を恒久的な枠組みで推進していくこととし、平成 22年度も日高信 
用金庫の経営理念である「地域にとってなくてはならない信用金庫」を基本に、引き続き地元金融機関として、 
存在意義を発揮し、地域社会の活性化、地域の持続的発展に貢献できるよう積極的に取組んで参ります。 
   
 
                
                                                       

 

 

 

 

 

                             

 
 

◆ 業種別貸出金内訳                       （単位：百万円・％） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆ 損益の状況 
                                           （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

■お客さまの預金について 

 預 金 残高 101,451百万円 (譲渡性預金を含む) 

■地域のお客さまにご利用頂いた貸出金について 

 貸出金残高 46,225百万円(預貸率 45.56％) 
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◆ 預 金 積 金 残 高 ◆ 貸 出 金 残 高 

項 目 平成 21 年 9 月期 平成 22 年 3 月期 平成 22 年 9 月期 

経 常 収 益 １,０８６ ２,３６７ １,４１８ 

経 常 費 用 １,０３３ ２,３０５ １,０２７ 

経 常 利 益 ５２ ６２ ３９０ 

業 務 純 益 ９９ ４５４ ５０３ 

当 期 純 利 益 ５９ １２２ ３１７ 

 

業 種 別 分 類 
平 成 21 年 9 月期 

残 高 構 成 比 

製 造 業 ５,０７２ １０.６７ 

農 業 ３,９４７ ８.３０ 

漁 業 １５１ ０.３１ 

鉱 業 １,１６２ ２.４４ 

建 設 業 ４,８１８ １０.１３ 

通 信 ・ 運 輸 業 ５２６ １.１０ 

卸 ・ 小 売 業 ３,８５３ ８.１０ 

不 動 産 業 ２,９３１ ６.１６ 

サ ー ビ ス 業 ３,２５３ ６.８４ 

そ の 他 １,３０９ ２.７５ 

地 方 公 共 団 体 １５,５４６ ３２.７０ 

個 人 ４,９５５ １０.４２ 

合 計 ４７,５３２ １００.００ 

 

業 種 別 分 類 
平 成 22 年 3 月期 平 成 22 年 9 月期 

残 高 構 成 比 残 高 構 成 比 

製 造 業 ５,１８７ １０.２２ ４,５９３ ９.９３ 

農 業 、 林 業 ３,９９７ ７.８７ ３,８００ ８.２２ 

漁 業 １４６ ０.２８ １６８ ０.３６ 

鉱業、採石業、砂利採取業  １,０９４ ２.１５ １,１５２ ２.４９ 

建 設 業 ４,７３６ ９.３３ ４,４２３ ９.５６ 

電気・ガス・熱供給・水道業  ３８ ０.０７ ３６ ０.０７ 

情 報 通 信 業 １ ０.００ ８ ０.０１ 

運 輸 業 、 郵 便 業 ４４０ ０.８６ ４６６ １.００ 

卸 売 業 、 小 売 業 ３,６５５ ７.２０ ３,７５７ ８.１２ 

金 融 業 、 保 険 業 １,２５５ ２.４７ １,６１０ ３.４８ 

不 動 産 業 ２,９７７ ５.８６ ２,４９２ ５.３９ 

物 品 賃 貸 業 ８３２ １.６３ ６８２ １.４７ 

学術研究、専門・技術サービス業  １３２ ０.２６ １０５ ０.２２ 

宿 泊 業 １７８ ０.３５ １２７ ０.２７ 

飲 食 業 ３８７ ０.７６ ３６４ ０.７８ 

生活関連サービス業、娯楽業 １,１９２ ２.３４ ９５３ ２.０６ 

教 育 、 学 習 支 援 業 ― ― ― ― 

医 療 、 福 祉 ２６３ ０.５１ ２６１ ０.５６ 

そ の 他 の サ ー ビ ス ５８７ １.１５ ５３８ １.１６ 

小 計 ２７,１０６ ５３.４２ ２５,５４４ ５５.２６ 

国 ・ 地 方 公 共 団 体 等 １８,９４９ ３７.３４ １６,１３４ ３４.９０ 

個 人 ４,６８３ ９.２２ ４,５４６ ９.８３ 

合 計 ５０,７３９ １００.００ ４６,２２５ １００.００ 

 

※平成２１年９月期の業種別区分は、日本標準産業分

類改定前の業種別区分により記載しております。 

※平成２２年３月期と平成２２年９月期の業種別区

分はともに、改定後の日本標準産業分類の大分類に

準じて記載しております。 

業務純益は、平成 21年 9月期に比べ 404

百万円の増加となり、当期純利益は、257

百万円の増加となりました。 

 これからも適切な収益管理を行い、皆さ

まから信頼いただける収益体質の構築に努

めて参ります。 



 

◆ 有価証券の時価情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●満期保有目的の債券    (単位：百万円)     

  種 類 
平 成 ２２年 ３月 期 平 成 ２２年 ９月 期   

貸借対照表計上額 時 価 差 額 貸借対照表計上額 時 価 差 額  

時価が貸借対

照表計上額を

超えるもの 

国 債 4,303 4,470 167 5,403 5,764 361    

地 方 債 3,497 3,640 142 4,897 5,211 313    

社 債 1,491 1,546 54 1,759 1,856 97    

そ の 他 ― ― ― ― ― ―  

  
 

小 計 9,292 9,657 365 12,060 12,832 772 

時価が貸借対

照表計上額を

超えないもの 

国 債 500 498 △ 2 ― ― ―    

地 方 債 699 695 △ 3 ― ― ―    

社 債 134 134 △0 ― ― ―    

そ の 他 2,000 1,628 △ 371 2,000 1,648 △ 351    

小 計 3,335 2,956 △ 378 2,000 1,648 △ 351    

合 計 12,627 12,614 △ 13 14,060 14,480 420    
(注) １．時価は、期末日における市場価格等に基づいております。 

   ２．上記の「その他」は、外国証券です。 

   ３．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。 

 
●その他有価証券     (単位：百万円) 

 種 類 
平 成 ２２年 ３月 期 平 成 ２２年 ９月 期 

貸借対照表計上額 取得原価 差額 貸借対照表計上額 取得原価 差額 

貸借対照表計上

額が取得原価を 

超えるもの 

株 式 ― ― ― 22 21 1 

債 券 12,164 11,882 281 22,089 21,489 600 

 
国 債 5,229 5,143 86 6,440 6,266 173 

地 方 債 3,047 2,970 77 11,047 10,770 276 

 社 債 3,887 3,769 117 4,601 4,452 149 

そ の 他 1,426 1,400 26 1,426 1,400 26 

小 計 13,590 13,282 308 23,539 22,910 628 

貸借対照表計上

額が取得原価を 

超えないもの 

株 式 79 94 △ 14 107 142 △ 34 

債 券 13,371 13,528 △ 156 4,312 4,394 △ 82 

 

国 債 7,909 8,022 △ 113 2,715 2,791 △ 76 

地 方 債 5,461 5,505 △ 43 1,596 1,603 △ 6 

社 債 ― ― ― ― ― ― 

そ の 他 75 85 △ 9 117 131 △ 14 

小 計 13,526 13,707 △ 181 4,537 4,667 △ 130 

合 計 27,117 26,990 127 28,076 27,578 497 
(注) １．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。 

   ２．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託です。 

   ３．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。 

 
 
 



 
 

◆ 金融再生法開示債権及び同債権に対する引当・保全状況     (単位：百万円、％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区  分 
開示残高 

(a) 

保全額 

(b) 

 
保全率(%) 

(b)/(a) 

引当率(%) 

(d)/(a－c) 
担保・保証等に 

よる回収見込額(c) 

貸倒引当金

(d) 

 

 

 

 

 

 

 

 

金融再生法上 

の不良債権 

 

平成22 年3 月期 4,006 3,821 2,208 1,613 95.38 

 

89.72 
平成22 年9 月期 3,812 3,606 1,916 1,690 94.60 89.14 

破産更生債権及び  

これらに準ずる債権 

 

 

平成22 年3 月期 2,092 2,092 771 1,320 100.00 100.00 
平成22 年9 月期 2,008 2,008 678 1,329 100.00 100.00 

危 険 債 権 
平成22 年3 月期 1,756 1,682 1,408 273 95.77 78.67 
平成22 年9 月期 1,634 1,535 1,195 339 93.90 77.31 

要管理債権 
平成22 年3 月期 157 47 28 19 29.96 14.83 
平成22 年9 月期 169 63 42 20 37.45 16.32 

正 常 債 権 
平成22 年3 月期 46,922      
平成22 年9 月期 42,639      

合   計 
平成22 年3 月期 50,929      
平成22 年9 月期 46,451      

(注)１.「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及び 

これらに準ずる債権です。 

  ２.「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利 

        息の受取りができない可能性の高い債権です。 

  ３.「要管理債権」とは、「３ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金をいいます。 

  ４.「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、 

「要管理債権」以外の債権をいいます。 

  ５.「金融再生法上の不良債権」における「貸倒引当金」には、正常債権に対する一般貸倒引当金を除いて計上しております。 

 



新自己資本比率規制(バーゼルⅡ)による開示 
 

当金庫のリスク量について                          

【統合的なリスク管理態勢】 

統合的なリスク管理態勢とは、当金庫が直面するリスクに関して、バーゼルⅡの第一の柱で 

カバーされないものも含めて、それぞれのリスクカテゴリー毎の方法で評価したリスクを総体 

的に捉え、金融機関の経営体力(自己資本)と対比する自己管理型のリスク管理をいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 22年 9月期における当金庫の統合的なリスク量は、5,592百万円となっております。 

仮に、このリスクの全てが一時に顕在化した場合であっても、リスク控除後の自己資本額は、 

3,838百万円、自己資本比率は 14.18%となり、国内基準の 4%を大きく上回ります。 

従って、健全性は十分維持しております。 
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 (単位:百万円・％)         

自己資本額(Tier１) 
平成２２年３月期 平成２２年９月期 

9,430 自己資本に対する割合 9,430 自己資本に対する割合 

金利リスク(パーセンタイル) 2,242 23.78 2,616 27.74 

 貸出金 912  845  

有価証券 2,140 2,429 

預け金 26 162 

その他 - 2 

要求性預金 △332 △317 

定期性預金 △483 △493 

 その他 △21 △12 

信用リスク(大口与信先未保全額) 2,892 30.67 2,653 28.13 

株価下落(Topixβ値×▲10%) 47 0.50 39 0.41 

外貨金利(100BP↑) 9 0.10 12 0.13 

為替(ドル▲10%円高) 20 0.21 19 0.20 

オペレーショナル・リスク 253 2.68 253 2.68 

リスク合計 5,463 57.93 5,592 59.30 

リスク控除後自己資本額(自己資本額 Tier1－リスク合計) 3,967  3,838  

信用リスクアセット 27,069 27,069 

リスク控除後自己資本比率 14.66 14.18 

 

 

 

余裕自己資本 
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平成21年9月 平成22年3月 平成22年9月

35.55% 37.69%35.46%

0

10

20

30

40

50

 

 

◆ 自己資本比率の状況 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 当金庫の自己資本の充実の状況等について 
 

１．自己資本調達手段の概要 
   当金庫の自己資本については、地域のお客さまによる普通出資金で調達しております。 

 

【自己資本の構成に関する事項】                      (単位：百万円・％) 

項   目 平成 22 年 3 月期 平成 22 年 9 月期 

 出資金 ３４５ ３４５ 

       うち非累積的永久優先出資金 ― ―  

 利益準備金 ３４５ ３４５ 

 特別積立金 ８,７００ ８,７００ 

 次期繰越金 ４０ ３５７ 

 その他有価証券の評価差損 ― ―  

 基本的項目(Tier１) 計(A) ９,４３０ ９,７４８ 

 一般貸倒引当金 ２３７ ２３４ 

 補完的項目不算入額 ６８ ７０ 

   補完的項目(Tier２) 計(B) １６９ １６４ 

 自己資本総額［(A)＋(B)］(C) ９,５９９ ９,９１２ 

 他の金融機関の資本調達手段の意図的な保有相当額 １,０３４ １,０３４ 

   負債性資本調達手段及びこれらに準ずるもの ２３４ ２３４ 

     期限付劣後債務及び期限付優先出資並びにこれらに準ずるもの ８００ ８００ 

 控除項目不算入額 △ １,０３４ △ １,０３４ 

 控除項目 計(D) ― ― 

 自己資本額［(C)－(D)］(E) ９,５９９ ９,９１２ 

 資産(オン・バランス項目) ２３,８１２ ２３,０３８ 

 オフ・バランス取引等項目 ８７ ９１ 

 オペレーショナル・リスク相当額を８％で除して得た額 ３,１７０ ３,１７０ 

 リスク・アセット等計(F) ２７,０６９ ２６,３００ 

 単体 Tier１比率(A/F) ３４.８３  ３７.０６ 

単体自己資本比率(E/F) ３５.４６  ３７.６９ 
(注)「信用金庫法第８９条第１項において準用する銀行法第１４条の２の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充

実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準(平成１８年金融庁告示第２１号)」に基づき算出しております。 

なお、当金庫は国内基準を採用しております。 
 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

 国内基準 ４％  

※単体 Tier１比率及び単体自己資本比率について 

 平成２２年３月期、平成２２年９月期では、「その他有価証券の評価差損」が正の値となっていることから、自己資本比率規制の一部弾力化する特例は適用

しておりません。 

 

自己資本比率は、金融機関の財務

体質の安全性を示す評価基準とし

て定着しており、当局が示す基準

は、国内で業務を行う金融機関にお

いて、4％以上と定めております。 

日高しんきんの平成 22 年 9 月期

における自己資本比率は 37.69％

(程度)と国内基準はもとより国際

基準の 8％を大きく上回る水準を維

持しております。 



 

２．自己資本の充実度に関する評価方法の概要 
当金庫はこれまで、特別積立金への積上げによる内部留保に努めており、その結果自己資本の充実度

は高く、経営の健全性・安全性を充分保っていると評価しております。なお、将来の自己資本の充実策

についても、毎期策定する事業計画に基づいた業務推進を通じて得られる利益による自己資本の積上げ

を基本的な方針としております。 
 
【自己資本の充実度に関する事項】                     (単位：百万円) 

項   目 
リスク・アセット 所要自己資本額 

平成22年3月期 平成22年9月期 平成22年3月期 平成22年9月期 

イ.信用リスク・アセット・所要自己資本の額合計 ２３,８９９ ２３,１２９ ９５５ ９２５ 

 標準的手法が適用されるポートフォリオごとの 

 エクスポージャー 
２３,８９９ ２３,１２９ ９５５ ９２５ 

 外国の中央政府及び中央銀行向け ０ ― ０ ― 

我が国の政府関係機関向け ５１ ０ ２ ０ 

金融機関及び第一種金融商品取引業者向け ５,８６１ ６,１８３ ２３４ ２４７ 

法人等向け １０,６９０ １０,０１６ ４２７ ４００ 

中小企業等向け及び個人向け １,９３６ １,８２８ ７７ ７３ 

抵当権付住宅ローン １,０７３ ９８６ ４２ ３９ 

不動産取得等事業向け ４４３ ４２６ １７ １７ 

三月以上延滞等 ３３３ ３１４ １３ １２ 

取立未済手形 １ ２ ０ ０ 

信用保証協会等による保証付 ４９３ ４７６ １９ １９ 

出資等 ４２４ ５２０ １６ ２０ 

上記以外 ２,５８７ ２,３７５ １０３ ９５ 

ロ.オペレーショナル・リスク ３,１７０ ３,１７０ １２６ １２６ 

ハ.単体総所要自己資本額(イ＋ロ) ２７,０６９ ２６,３００ １,０８２ １,０５２ 
(注) １. 所要自己資本の額＝信用リスク･アセットの額×４％ 

   ２.「エクスポージャー」とは、資産(派生商品取引によるものを除く)並びにオフ･バランス取引及び派生商品取引の与信相当額等のことです。 

   ３.「三月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払いが約定支払日の翌日から３ヵ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及び「我が国の中央政府

及び中央銀行向け」から「法人等向け」(｢国際決済銀行等向け｣を除く)においてリスク･ウェイトが１５０％になったエクスポージャーのことです。 

   ４. オペレーショナル･リスクは、当金庫は基礎的手法を採用しています。 

<オペレーショナル･リスク(基礎的手法)の算定方法> 
                        粗利益(直近３年間のうち正の値の合計額)×１５％   
                                                 ÷８％ 
                         直近３年間のうち粗利益が正の値であった年数 

   ５. 単体総所要自己資本額＝単体自己資本比率の分母の額×４％ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
《業種別》〈平成２２年３月期〉                                           (単位:百万円) 

       エクスポージャー区分 
   
業 種 区 分 

 信用リスクエクスポージャー期末残高 
三月以上延滞 

エクスポージャー 貸出金 コミットメント 
ライン契約 

オフバランス 
取引 債 券 

製造業 ５,４４５ ５,１９５ ４０ ９ ２００ ― 

農業、林業 ４,０７０ ４,０２２ ２１ ２６ ― ４４ 

漁業 １８５ １７０ １４ ― ― ― 

鉱業、採石業、砂利採取業 １,０９８ １,０９４ ０ ３ ― ― 

建設業 ４,９４９ ４,８１９ １０１ ２８ ― ２３８ 

電気・ガス・熱供給・水道業 ５４ ４２ ０ ― １１ ― 

情報通信業 ４ １ ２ ― ― ― 

運輸業、郵便業 １,４１７ ４４９ ２２ １２ ９３２ ― 

卸売業、小売業 ３,８５６ ３,６９０ １１２ ５３ ― ２８ 

金融業、保険業 ６,６２４ １,２５５ ２００ ― ５,１６８ １８３ 

不動産業 ３,１００ ３,０８４ １５ ０ ― １２ 

物品賃貸業 ８３５ ８３３ １ ― ― ― 
学術研究、専門・技術サービス業 １３８ １３７ １ ― ― ３ 

宿泊業 １８７ １８３ ４ ― ― ― 

飲食業 ５２９ ４９１ ３８ ― ― ― 

生活関連サービス業、娯楽業 １,２２８ １,２１４ １３ ― ― ― 

医療、福祉 ３７６ ３７３ １ １ ― ― 

その他のサービス ６３６ ６１９ １７ ― ― ― 

国・地方公共団体等 ５２,０１２ １８,９５０ ― ― ３３,０６２ ― 

個人 ７,２４５ ４,１４０ ３,０８２ ２２ ― ３６ 

業種別合計 ９４,０００ ５０,７７１ ３,６９５ １５７ ３９,３７５ ５４７ 

 

 

【信用リスクに関する事項(証券化エクスポージャーを除く)】 
イ.信用リスクに関するエクスポージャー及び主な種類別の期末残高 

 

《残存期間別》〈平成２２年３月期〉                                        (単位:百万円) 

項 目 １年以下 
１年超 

３年以下 

３年超 

５年以下 

５年超 

７年以下 
７年超 

期間の定め 

のないもの 
合計 

貸出金 １６,９６４ ６,５４６ ８,７１４ ４,４７７ １０,１３７ ３,８９８ ５０,７３９ 

有価証券 ７３６ ２,６６７ ５,５９４ ５,９２５ ２４,６６６ １６６ ３９,７５６ 

 国債 ２３０ ２４０ １,７１３ ２,８１１ １２,９４７ ― １７,９４２ 

地方債 ２０９ ６０７ ９０５ ２,０８３ ８,９０１ ― １２,７０７ 

公社公団債 ９５ ９８ １,５４４ １,０３０ ８１７ ― ３,５８６ 

金融債 ２００ ６０７ ７０９ ― ― ― １,５１７ 

その他社債 ― １０１ ３０７ ― ― ― ４０８ 

外国証券 ― １,０１２ ４１４ ― ２,０００ ― ３,４２６ 

株式 ― ― ― ― ― ８３ ８３ 

投資信託 ― ― ― ― ― ７５ ７５ 

その他の証券 ― ― ― ― ― ７ ７ 
 

《残存期間別》〈平成２２年９月期〉                                      (単位:百万円) 

項 目 １年以下 
１年超 

３年以下 

３年超 

５年以下 

５年超 

７年以下 
７年超 

期間の定め 

のないもの 
合計 

貸出金 １２,９９０ ９,５２３ ６,４８８ ２,７０９ １０,７０９ ３,８０２ ４６,２２５ 

有価証券 １,４５４ ２,３７１ ６,１０９ ６,４３２ ２５,５２１ ２５９ ４２,１４８ 

 国債 ２０６ ２２６ ２,２４１ ２,６６１ ９,２２３ ― １４,５５９ 

地方債 ４４６ ３０５ １,４８２ ２,９４２ １２,３６５ ― １７,５４２ 

公社公団債 ９２ ６３２ １,２５７ ８２７ １,９３２ ― ４,７４３ 

金融債 ２０１ ６０４ ４００ ― ― ― １,２０５ 

その他社債 ― １０１ ３１０ ― ― ― ４１１ 

外国証券 ５０７ ５０１ ４１７ ― ２,０００ ― ３,４２６ 

株式 ― ― ― ― ― １３４ １３４ 

投資信託 ― ― ― ― ― １１７ １１７ 

 その他の証券 ― ― ― ― ― ７ ７ 
(注) 各項目は、未収利息を含んでおりません。 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注)１.貸出金には、未収利息、貸出金に準ずる仮払金を含んでいます。 

   ２.コミットメントライン契約とは、顧客からの融資実行の申出を受けた場合に、契約上規程された条件について違反がない限り、一定の限度額ま 

    で資金を貸付けることを約する当座貸越契約であり、これらの契約に係る融資未実行残高です。 

  ３.オフ・バランス取引には、債務保証及び代理業務貸付を含みます。 

  ４.債券には、ユーロ円債を含んでいます。 

  ５.債券には、未収利息を含んでいます。 

  ６.「三月以上延滞エクスポージャー」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ヵ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー 

のことです。 

   ※当金庫は、国内の限定されたエリアにて事業活動を行っているため「地域別」の区分は省略しております。 
 

《業種別》〈平成２２年９月期〉                                           (単位:百万円) 
       エクスポージャー区分 
   
業 種 区 分 

 信用リスクエクスポージャー期末残高 
三月以上延滞 

エクスポージャー 貸出金 コミットメント 
ライン契約 

オフバランス 
取引 債 券 

製造業 ４,８３９ ４,６０２ ２５ ９ ２００ ５８ 

農業、林業 ３,８６８ ３,８２８ １７ ２２ ― ３６ 

漁業 ２０４ １９２ １１ ― ― ― 

鉱業、採石業、砂利採取業 １,１５７ １,１５２ ０ ４ ― ― 

建設業 ４,６６８ ４,５０４ ９９ ６４ ― ２３７ 

電気・ガス・熱供給・水道業 ５２ ４０ ０ ― １１ ― 

情報通信業 １１ ８ ３ ― ― ― 

運輸業、郵便業 ７３３ ４７５ １８ １４ ２２５ ― 

卸売業、小売業 ３,９５７ ３,８００ １０４ ５１ ― ４２ 

金融業、保険業 ６,６８６ １,６１３ １９９ ― ４,８７３ ― 

不動産業 ２,６０２ ２,５８３ １８ ― ― １２ 

物品賃貸業 ６８５ ６８３ １ ― ― ― 
学術研究、専門・技術サービス業 １１３ １１２ １ ― ― ２ 

宿泊業 １３５ １３０ ５ ― ― ― 

飲食業 ５０３ ４６７ ３５ ― ― １８ 

生活関連サービス業、娯楽業 ９９２ ９７９ １２ ― ― ― 

医療、福祉 ３７２ ３６８ ２ １ ― ― 

その他のサービス ５８９ ５６９ ２０ ― ― ― 

国・地方公共団体等 ５２,１７７ １６,１３４ ― ― ３６,０４３ ― 

個人 ７,１２０ ４,０１３ ３,０８７ ２０ ― ９ 

業種別合計 ９１,４７２ ４６,２６３ ３,６６６ １８８ ４１,３５４ ４１８ 

 

ロ.一般貸倒引当金、個別貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額      (単位:百万円) 

区  分 期首残高 当期増減額 期末残高 

一般貸倒引当金 
平成２２年３月期 １２０ １０９ ２２９ 

平成２２年９月期 ２２９ △２ ２２７ 

個別貸倒引当金 
平成２２年３月期 １,２７０ ３９７ １,５９４ 

平成２２年９月期 １,５９４ ７５ １,６６９ 

合      計 
平成２２年３月期 １,３９１ ５０６ １,８２４ 

平成２２年９月期 １,８２４ ７３ １,８９７ 

  (注) 当金庫は、自己資本比率算定にあたり、偶発損失引当金を一般貸倒引当金あるいは個別貸倒引当金と同様のものと 

して取扱っておりますが、当該引当金の金額は上記残高等に含めておりません。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニ.リスク・ウェイトの区分ごとのエクスポージャーの額等               (単位:百万円) 

告 示 で 定 め る 
リスク・ウェイト区分 

エクスポージャーの額 
平成２２年３月期 平成２２年９月期 

格付有り 格付無し 格付有り 格付無し 
０% ― ５０,９８６ ― ４９,４０５ 

１０% ― ８,２３５ ― ９,１８１ 

２０% ２,４０８ ２４,３１６ ２,４０８ ２５,６７５ 

３５% ― ３,１２７ ― ２,８９０ 

５０% １００ １,４６９ ２００ １,３０３ 

７５% ― ３,３０３ ― ３,１３２ 

１００% ― １９,３３９ ― １７,７８９ 

１５０% ― ４２ ― ９４ 

３５０% ― ― ― ― 

自己資本控除 ― ― ― ― 

合    計 ２,５０９ １１０,８１９ ２,６０９ １０９,４７２ 
(注)１.エクスポージャーは信用リスク削減手法適用後のリスク・ウェイトに区分しています。 

    ２.格付は適格格付機関が付与しているものに限ります。 

 
【信用リスク削減手法に関する事項】 
信用リスク削減手法が適用されたエクスポージャー                       (単位:百万円) 

信用リスク削減手法 
ポートフォリオ 

適格金融資産担保 保      証 
平成22 年3 月期 平成22 年9 月期 平成22 年3 月期 平成22 年9 月期 

 信用リスク削減手法が適用された 
 エクスポージャー ２,１９１ ２,１３２ ９,９３０ １１,３９２ 

  (注) 当金庫は、適格金融資産担保について簡便手法を用いています。 

ハ.業種別の個別貸倒引当金及び貸出金償却の残高等                                 (単位:百万円) 
 個 別 貸 倒 引 当 金 

貸出金償却 
期首残高 当期増加額 

当期減少額 
期末残高 

目的使用 その他 
平成２２年 

３月期 

平成２２年 

９月期 

平成２２年 

３月期 

平成２２年 

９月期 

平成２２年 

３月期 

平成２２年 

９月期 

平成２２年 

３月期 

平成２２年 

９月期 

平成２２年 

３月期 

平成２２年 

９月期 

平成２２年 

３月期 

平成２２年 

９月期 

製造業 ２１ ２３８ ２３８ ２６１ ― ― ２１ ２３８ ２３８ ２６１ ― ― 

農業、林業 ３５１ ３２４ ３２４ ３３１ ６７ ― ２８４ ３２４ ３２４ ３３１ ― ― 

漁業 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

鉱業、採石業、 
砂利採取業 ４２ ― ― ― ― ― ４２ ― ― ― ― ― 

建設業 ５７３ ６４９ ６４９ ７５８ ― ― ５７３ ６４９ ６４９ ７５８ ― ― 

電気・ガス・ 
熱供給・水道業 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 
情報通信業 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

運輸業、郵便業 ２３ ２ ２ ２ ― ― ２３ ２ ２ ２ ― ― 

卸売業、小売業 ７ ９ ９ ７ ― ― ７ ９ ９ ７ ― ― 

金融業、保険業 ― ２６０ ２６０ ２０３ ― ― ― ２６０ ２６０ ２０３ ― ― 

不動産業 １７ ２７ ２７ ２１ ― ― １７ ２７ ２７ ２１ ― ― 

物品賃貸業 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 
学術研究、専門・ 
技術サービス業 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

宿泊業 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

飲食業 １ ８ ８ ５ ― ― １ ８ ８ ５ ― ― 

生活関連サービス業、
娯楽業 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 
医療、福祉 ７９ １ １ １ ― ― ７９ １ １ １ ― ― 

その他のサービス ７ ７ ７ ７ ― ― ７ ７ ７ ７ ― ― 

国・地方公共団体等 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

個人 １４４ ６２ ６２ ６８ ６ ― １３８ ６２ ６２ ６８ ― ― 

合計 １,２７０ １,５９４ １,５９４ １,６６９ ７３ ― １,１９６ １,５９４ １,５９４ １,６６９ ― ― 

(注) 当金庫は、国内の限定されたエリアにて事業活動を行っているため「地域別」の区分は省略しております。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【出資等エクスポージャーに関する事項】  
イ.出資等エクスポージャーの貸借対照表計上額等 
①その他有価証券で時価のあるもの                                             ②その他有価証券で時価のないもの等   (単位:百万円) 

区  分   取得原価 
(償却原価) 

貸借対照表 
計上額 評価差額  

うち益 うち損 
上 場 
株 式 等 

平成22 年3 月期 ９４ ７９ △１４ ― １４ 

平成22 年9 月期 ２１２ １７８ △３４ １ ３５ 

非 上 場

株 式 等 
平成22 年3 月期 ― ― ― ― ― 

平成22 年9 月期 ― ― ― ― ― 

合 計 
平成22 年3 月期 ９４ ７９ △１４ ― １４ 

平成22 年9 月期 ２１２ １７８ △３４ １ ３５ 
 
(注)１.投資信託等の裏付け資産のうち出資等エクスポージャーに該当するものは、一括して上場株式等に含めております。 

２.評価差額には、投資信託等の裏付け資産の評価損益を含んでおりません。 
 
ロ.出資等エクスポージャーの売却及び償却に伴う損益の額                     (単位:百万円) 

区  分 売却額  
株式等償却 

売却益 売却損 
出 資 等 
エクスポージャー 

平成 22 年 3 月期 １,１７９ ３９ ― ― 

平成 22 年 9 月期 ― ― ― ― 

 
ハ.貸借対照表で認識され、かつ、損益計算書で認識されない評価損益の額  (単位:百万円) 

区  分 平成 22 年 3 月期 平成 22 年 9 月期 

評 価 損 益 △１４ △３４ 

 
ニ.貸借対照表及び損益計算書で認識されない評価損益の額 

  該当するものはありません。 
 

【金利リスクに関する事項】                                             (単位:百万円) 
運用勘定 調達勘定 

区  分 
金利リスク量 

区  分 
金利リスク量 

平成 22 年 3 月期 平成 22 年 9 月期 平成 22 年 3 月期 平成 22 年 9 月期 

貸 出 金 ９１２ ８４５ 定 期 性 預 金 ４８３ ４９３ 

有 価 証 券 等 ２,１４０ ２,４２９ 要 求 払 預 金 ３３２ ３１７ 

預 け 金 ２６ １６２ そ の 他 ２１ １２ 

コールローン等 ― ― 調 達 勘 定 合 計 ８３６ ８２３ 

そ の 他 ― ２  
運 用 勘 定 合 計 ３,０７９ ３,４３９ 

 

銀行勘定の 
金利リスク ２,２４２ ２,６１６ 

 

(注)１.銀行勘定における金利リスクは、金融機関の保有する資産・負債のうち、市場金利に影響を受けるもの(例えば、貸出金、有価証券、預金等)が金 

    利ショックにより発生するリスク量を見るものです。当金庫では、金利ショックをパーセンタイル値として銀行勘定の金利リスクを算出しており 

    ます。 

  ２.要求払預金の金利リスク量は、明確な金利改定間隔がなく、預金者の要求によって随時払い出される要求払預金のうち、引き出されることなく長 

    期間金融機関に滞留する預金をコア預金と定義し、当金庫では、普通預金等の額の５０%相当額を０～５年の期間に均等に振り分けて(平均２.５年) 

リスク量を算定しています。 

  ３.銀行勘定の金利リスクは、運用勘定の金利リスク量と調達勘定の金利リスク量を相殺して算定しています。 

    銀行勘定の金利リスク（２,６１６百万円）＝運用勘定の金利リスク量(３,４３９百万円)＋調達勘定の金利リスク量(△８２３百万円) 

 

区  分 貸借対照

表計上額 
上 場 株

式 等 
平成22 年3 月期 ― 

平成22 年9 月期 ― 

非 上 場

株 式 等 
平成22 年3 月期 ３５０ 

平成22 年9 月期 ３５０ 

合 計 
平成22 年3 月期 ３５０ 

平成22 年9 月期 ３５０ 

 

【派生商品取引及び長期決済期間取引の取引相手のリスクに関する事項】 

  該当するものはありません。 

【証券化エクスポージャーに関する事項】 

  該当するものはありません。 

 



地 域 の 皆 さ ま と の 文 化 的 ・ 社 会 的 つ な が り 
 
「地域にとってなくてはならない信用金庫」を目指す当金庫は、「まごころ ふれ愛」を 
スローガンに掲げ、地域の皆さまと当金庫役職員のコミュニケーションの場として、各地 
域の催しに積極的に参加をさせていただいております。 
        
  
８月１６日～ ９月９日  書道塾作品展示              えりも支店 
９月１３日～１０月７日  えりも町１３０年記念懐かしい写真展    えりも支店 
 
 
ボランティア活動の一環として、交通安全キャンペーンを実施しました。 
 
４月 ９日  浦 河 町 交 通 安 全 街 頭 啓 発 運 動   本部・本店営業部 ３６名参加 
６月１５日  交 通 安 全 旗 の な み 作 戦  大通支店・様似支店 １４名参加 
９月２１日  交 通 安 全 街 頭 キ ャ ン ペ ー ン       様似支店  ２名参加 
９月２１日  秋 の 交 通 安 全 運 動       三石支店  ４名参加 
９月２９日  交 通 安 全 旗 の な み 作 戦       様似支店 １３名参加 
９月３０日  浦 河 町 交 通 安 全 街 頭 啓 発 運 動   本部・本店営業部 ３７名参加 
９月３０日  秋 の 全 国 交 通 安 全 運 動      えりも支店  ４名参加 
 
 
 
各地域のお祭り等のイベントへ積極的に参加、運営の一役を担いました。 
※平成２２年度夏季における各町のイベントについては、口蹄疫対策により自粛するところもありました。 
 
８月１５日  第 ４ ８ 回 浦 河 港 ま つ り          本店営業部  ３名参加 
９月１１日  歌 笛 神 社 秋 祭 り ビ ア ガ ー デ ン           三石支店  ３名参加 
９月１８日  浦 河 神 社 例 大 祭     本店営業部・堺町支店 １１名参加 
 
 
 
                    ９月 ３日 日高しんきん友の会支部対抗・パークゴルフ大会  

於：浦 河 町・アエルパークゴルフ場  ８０名参加 
９月１０日 日高しんきん友の会支部対抗・ゲートボール大会 

      於：浦 河 町・堺町ゲートボール場  ３８名参加 
 

 
 
                               ６月２２日～２４日 高校生向け職場体験学習 
                                                                                浦河高校２年生 本部総務課 

   ９月 ８日～１０日 高校生向け職場体験学習 
                                    様似高校２年生 本部総務課 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

■文化活動 

■奉仕活動 

■イベント参加 

■スポーツ振興 

第 ３ 期  ひ だ か し ん き ん 未 来 塾 

・設   立：平成１７年６月 (平成２２年７月より３期目) 

・設立趣旨：将来の地域企業を担う若手経営者や後継者の育

成支援により地域経済の活性化を図ることを目

的としております。 

・会 員 数：２４名 (地元若手経営者及び後継者１７名、当

金庫職員７名） 

・内  容：経営コンサルタント会社㈱タナベ経営と業務提

携し、経営のノウハウや情報サービスの提供を

受けながら、年３～４回の勉強会を中心に実践

的な経営を２年間１サイクルで学んでいきま

す。 

７月１２日 ひだかしんきん未来塾第１回勉強会 
テーマ：「経営者が今打つべき手とは」 
講 師：㈱タナベ経営 

８月 ５日 ひだかしんきん未来塾第２回勉強会 
テーマ：「儲けの構造を理解する」 
講 師：㈱タナベ経営 

９月 ８日 ひだかしんきん未来塾第３回勉強会 
テーマ：「金融機関が企業を見る視点」 
講 師：日高信用金庫 常務理事 

 
       

■インターンシップ 

 

▲日高しんきん友の会支部対抗・パークゴルフ大会  

 

北海道日高振興局との包括連携協定 

平成２２年９月２８日に浦河ウエリントンホテルにおい

て、農林漁業者と商工業者が互いの経営資源を活用し、共同

で行う新商品の開発などに向けたセミナーを開催しました。 
また、北海道経済部商工局商工金融課より、「農商工連携に

係る支援策」についての説明があり、セミナー終了後には、

希望企業による個別相談会も実施しました。 

 
▲会場の様子  

  
▲職場体験学習の様子（お札の数え方） 

 

  

 

▲秋の交通安全運動 

▲日高しんきん友の会支部対抗・ゲートボール大会 



 
「金融商品に係る勧誘方針」 

 当金庫は、「金融商品の販売に関する法律」に基づき、金融商品の販売に際しては、次の事項を遵守し、勧誘の適正の確保を図る

こととします。 

１.当金庫は、お客さまの知識、経験、財産の状況及び当該金融商品の販売に係る契約を締結する目的に照らして、適正な情報の提

供と商品説明をいたします。 

２.商品の選択･購入は、お客さまご自身の判断によってお決めいただきます。その際、当金庫は、お客さまに適正な判断をしてい

ただくために、当該商品の重要事項について説明をいたします。 

３.当金庫は、誠実･公正な勧誘を心掛け、お客さまに対し事実と異なる説明をしたり、誤解を招くことのないよう、研修を通じて

役職員の知識の向上に努めます。 

４.当金庫は、お客さまにとって不都合な時間帯や迷惑な場所での勧誘は行いません。 

５.金融商品の販売に係る勧誘についてのご意見やお気づきの点などがございましたら、お近くの窓口までお問い合わせください。 

 

「お客さま保護等管理方針」 
当金庫は、お客さまの自由な意思を尊重し、その資産、情報及びその他の利益を保護するため、以下に定める事項を誓約いた 

します。 

１.お客さまとの取引に際しましては、法令等に従って金融商品の説明及び情報提供を適切かつ十分に行います。 

２.お客さまからのご相談または苦情につきましては、適切かつ十分に取扱います。 

３.お客さまに関する情報につきましては、法令等に従って、適切に取得し、安全に管理いたします。 

４.お客さまとの取引に関連して、当金庫の業務を外部委託することにつきましては、お客さまの情報その他お客さまの利益を守 

  るため、適切に外部委託先を管理いたします。 

５.お客さまとの取引にあたり、お客さまの利益が不当に害されるおそれのある取引を適切に管理します。 

 

※ 本方針において「お客さま」とは、「当金庫の利用者及び利用者となろうとする方」を意味します。 

※ お客さま保護の必要性のある業務は、与信(融資)取引、預金等の受入れ、金融商品の販売、仲介、募集等のお客さまと 

当金庫との間で行われるすべての取引に関する業務です。 

 

【ご相談・苦情の相談窓口】 

 

日高信用金庫 経営管理部 法務課 

住  所：〒０５７－００１３ 浦河郡浦河町大通２丁目３１番地２ 

電話番号：０１２０－０７８－３９０  F A X：０１４６－２２－０９９４ 

受付時間：当金庫営業日の午前９時～午後５時 

■店舗一覧とＡＴＭの営業時間                     平成２２年９月３０日現在 
店舗名 住  所 電話番号 ＡＴＭ営業時間 

平 日 土曜日 日曜・祝日 
 

本 店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2 (0146)22-4111  8:45～18:00  9:00～17:00  9:00～17:00 
 

堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59 (0146)22-5611  8:45～18:00  9:00～17:00 ─ 
 

静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15 (0146)42-1531  8:45～18:00  9:00～17:00  9:00～17:00 
 

三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197番地23 (0146)33-2311  8:45～18:00  9:00～17:00 ─ 
 

様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2 (0146)36-2341  8:45～18:00  9:00～17:00 ─ 
 

えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1 (01466)2-2311  8:45～18:00  9:00～17:00 ─ 
 

広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1 (01558)2-3161  8:45～18:00  9:00～17:00 ─ 
 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北四条西五丁目1番地4 (011)200-7070 ─ ─ ─ 

 
■店外ＡＴＭ設置場所 

名  称 住  所 ＡＴＭ営業時間 
平 日 土曜日 日曜日 祝 日 

 
浦河町役場内 〒057-0024 浦河郡浦河町築地  9:00～16:00 ─ ─ ─ 

 
浦河赤十字病院内 〒057-0007 浦河郡浦河町東町  9:00～18:00 ─ ─ ─ 

 
浦河町パセオ堺町店内 〒057-0033 浦河郡浦河町堺町 10:00～19:00 10:00～19:00  9:00～19:00 10:00～19:00 

 
マックスバリュ静内店内 〒056-0025 日高郡新ひだか町静内木場町 10:00～19:00  9:00～19:00  9:00～19:00  9:00～19:00 

 
歌笛出張所 〒059-3351 日高郡新ひだか町三石歌笛  9:00～18:00  9:00～14:00 ─ ─ 

 
 




